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た。故郷は九州の宮崎です。大学に進学する時、検事になりたかったんですが、高校の恩師が「学問の先端は九州にない。東京にある。 」と言われまして、それから慌てて東京へ行く準備をして、授業料免除の制度 あった専修大学に進学した次第であります（笑） 。　
ところが人生は面白いもので、実務家志望であったのが、大学二
年の時、最高検察庁の検事を退官されて専修大学で教鞭を執られていた神山欣治先生の刑法 授業 聞いて、自分の生き方が変わってしま ました。司法試験を受けようと思 、自分なりに勉学に専念してい したが、当時専修大学では一コースというのがありまして、全学生の中から選抜された三五～三六人の特訓クラスにいたので 恵まれた勉学環境にありました。専門科目の多くをゼミ近い形式 受講でき ことは、今考え すと、奇跡的なことでした。その一コースの刑法の授業において、神山先生が、実務で経験され 限界事案を引き合いに出されて どう考える か質問を投げつけら るのです。その時に、自分 正しいと思っていた理論がドミノ倒しのようにバタバタと壊れていくのです。鮮烈な刑法の授業を受け、禅問答のような話ですが、そ 時に、刑法理論は適用するより、作った方が面白いと思い、生意気にも刑法 研究者になろうと決意しました。学 へ 曲がり角は 大 二年 夏でありました。　
その時から、勉強の仕方をガラッと変えました。語学が必要にな
りました。幸い私は高校がミッションスクール あり し ので、英語は当然として、ラテン語やイタリア語など様々な言語が耳から入ってきていましたから、原書を読むことが苦痛ではありませんでした。ひたすら自分の感性を信じて研究者の道を歩むことにいたしました。大学を卒業する時に首席でしたので、ある先生からは「大学に残っ らどうか。 」と温情ある言葉をかけていただいた です
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新設すると ので、植松先生をはじめ著名な先生方が多数教鞭を執られることになること 聞き及び そこで明治学院 大学院の入試を受け、法学研究科の第一期生となりま 合格発表の翌日だったと思いますが、植松先生に呼び出 まして、 「君は ぜここに来 のか。 」と問い詰められました。私は思うままに、 「先生の弟子になりたくて進学しました。 」 答えました 、先生は今日から弟子にすると言われました。それから弟子修行が始また。　
大学院での五年間は、弟子として特訓を受けましたが、学者の道
を歩くための本格的な修行の日々でした。新 刑法理論を構築しようと日夜思いあぐね、寝る時も歩く時も ご飯を食べる時も伏す


















ちょっと触れましたけれど、大学院の修士課程 時に、法学研究科の主任教授であった高梨正夫先生から居合の稽古に誘っていただいたのが、居合道 の出合いでした。高梨先生 専門は海法 しが、居合もなされており居合道六段錬士でした。居合の流派は 夢想神伝流でした。大学院に入ってまもない頃、ユーモラスな高梨先生が「日髙君には何も えるものがないから、来週から体育館に刀を持って来なさい。研究者は体力が勝負だ。 」と言わ した。小さい頃、示現流のトンボの構えのまねごとをして遊んでいたこともあり、興味津々でした。刀を持って 育館に行って見ましたら、当
時学長をされていた教会法の和田昌衛先生も居合の稽古をされていました。和田先生は、長州藩の御留流であった神道無念流の居合をされていました。お二人の先生から、居合の手解きを受けました。　
居合の稽古と共に、研究の方は一週間に二日徹夜しないと間に合



















は体育会の中に居合道同好会がありま 、その部長に就任することになりました。居合の稽古に熱心な学生達と一緒になって 同好会から部に昇格 ようということで、当時の関東学生居合道大会において実績を挙げ、居合道部に昇格しました。専修大 居合道部の師範は、檀﨑先生ならびに石垣貢（光規）先生でありました。とく
に、石垣先生が学生に熱心に指導をされているのに、部長である私は刀は持っているものの、何の役にもたたない。学生と一緒に居合の稽古をしなければと一念発起しました。大学での稽古 他、縁あって安斉清春先生に拾っていただき東京都剣道連盟居合道部会の小平支部に入会し 居合の稽古を続けること なりました 安斉先生をはじめ須江圓寿先生、それに小平で知りあった剣友の導きにより、平成一三年には五段に昇段することが きました。節目、節目でよき人に出合ったことが、今日まで居合 ができた由縁だと思います。　
小平での稽古は、自衛隊の駐屯地の武道場や体育館でも行われま


















『太阿記』があります。それらを読むと、学問をする時の方法論に非常に近いことが書いてあります。沢庵和尚は、 「理（り） 」 修行と「事（わざ） 」の修行は車の輪のごとくあらねばならない と説いています。理の修行は、何事にもとらわれない無心に る修行








す。刑法学は実践的な学問であり、理論だけをやっていたのでは役に立たないのです。実際に起きた刑事事件をどう処理し 、そ 犯人を矯正し再度社会に戻すために どうすべきかという課題に面と向かわなければなりません。刑法 は、理論と実務、理念 実践が噛み合わないことには話にならない実践的な学問です。　
恩師である植松正先生は、大学院の最初の頃ですが、私を研究室













学は、新カント派の哲学をベースにしています。ヨーロッパの合理主義的なものの考え方がベースになっていまして、 「言葉ありき」の世界です。言葉で説明できないものは、 「無」ということになます。ところが 東洋哲学は、言葉 用いて教え はいけない。いわゆる「不立文字の世界」です。また、教外別伝だとか以心伝心という文言のように、経験なくしては理解し難い言葉が一杯あります。禅や武道の世界では、師の態度や身体の動きを見るだけで、弟子は師の心の動きや気の動きを体得 なければならない。こう う目に見えない世界は、ロゴスの世界である西欧の認識論からすると、 矛盾したことですね。相矛盾する事柄をどうやって融合（合一）するのか、このことは武道の実践がないと、なか か分からな と思います。　
やや古い話をいたします。岩波文庫に『日本の弓術』という本が




は、日本にお て哲学を講ず ために東北大学に招聘されました。その時の彼の動機は、東洋哲学を理解したいというも でしたかし、言葉 世界ではないので、なかなか理解し得 の 。そこで、阿波研造という弓の師範に付いて日本の武道を学びます。見えないものは見えない、意思 ないところに行為はな 、言葉 し
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は、西洋哲学とは違ったものの考え方があることを理解し、 「的を見て矢を射てはいけない。 」という 律背反的な教え方 腑 落ちたのです。ヘリゲルは、約五年間、弓道 修行をして五段の段位を得て、帰国しました。　
東洋哲学、そして日本の考え方というのは、西洋の考え方から見









ん。皆さんも居合の稽古で実感されてきたと思います。居合の形では、敵が目に見えないだけに難しいです。 「初発刀」が一番難しいと思います。見えない敵を想定し、間合いを作らなければなりません。鞘引きをどうすれば、鞘 滑り出した刀に刀勢が乗っかるのか。斬り下ろす刀の手の内はどう変化するのか。稽古を始めた最初の頃は、理解するだけでも難問でした。今も 納得のいく動きにはなりません。言葉ではなく、体得する か術がないところが、逆に興味の尽きないところ もありま 。初心者には、 「手の内で絞らないと切れないでしょう」と言って 分から で、先生方はろん 仕種や行動で教えられる、体得させるよう工夫して教授されています。こういう伝授の方法は、ヨーロッパには 従来ありませんでした。　
禅の世界では、月を教えるのに月を指してはいけないと言われま






中で書かれています。教外別伝 意味と て、言葉で教えられないものを伝える、と うことまでは分かります。沢庵和尚は、教外別伝の本当の意味は 伝授されたものに自分の新しいものを付加して、新しいものを編み出すことにあるとしてい す。こ ため、禅の在り方が教外別 だとし も、言葉で全てを教えないのですね。このことは、非常によいヒントでした。研究者として弟子を育てる時、私は全てを教えません。やっぱり自ら悟らせないといけん。弟子が研究課題に たところは、敢えて論文を書きません。研究者の中には、弟子の論文を自分 ものにする人もいますけど（笑） 。これは、いけません。　
このような学問の系譜の伝承の仕方は、日本的だと思います。し






























































eucorea 〉にある。 ） 。記念式典の合間に、ハレ大
学の学長と懇談している時に、 「日本人 新渡戸稲造という人が、ハレ大学で博士の学位を取得したということ では知って ですが、大学に何か記録が残っているでしょ か。明治期の人物です
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が。 」と尋ねたら、学長は、 「第二次世界大戦においてハレの中心部は焼けなかったので、関係文書が公文書館に保存されているのではないか。 」とおっしゃって、図書館長に関係文書を捜すように命じられた。図書館長は、一晩かけて関係文書を捜し出し、白い手袋をして会議室に一件書類を持参してき くれました。戦後では、新渡戸稲造の学位論文、学位審査要綱、記録を全部見たのは私が初めてですが、凄かったです 履歴書（
L
ebenslauf ）は直筆のラテン語
で書いてありました。そして、新渡戸の出自を証明する文書には、当時、ベルリンに駐在していたドイツ公使 西園寺公望の署名がありました。学位論文は、ドイツ語で書いてありました。論 タイトルは、 「
Ü
ber den japanischen G
rundbesitz 」 （日本の土地所有










本では宗教教育はどうなっているのか。 」 聞くのです ヨーロッ













六筋ではないのでしょうか 両足なので、折り目は六筋あった方がバランスがよ ですよね。でも、五筋の折り目しかないですね。実は、この五つの折り目は「五常」を意味する、つまり仁、義、礼、智、信の五つの価値を意味するものだと、私は教わり した。データはどこにも無い すけれど（笑） 。　
新渡戸は、この五つの価値を基本とした道徳律が明治維新後の社
会生活の中に生きているとした上で、さらに、彼 クリスチャンですから、勇気と克己を加えていま 。勇気を出すには 己に克たねばなりませんね。克己という価値は、クリスチャンでなくてもよくわかります。自分を知って自分に克つことは、私にとっても人生の指針です。そして 新渡戸は 日本が近代化して く中で、これらの価値を道徳体系とし生活を営む とが、今後も続いていくだろか、教育なしに何時まで続くだろうか、 いう不安を持つのです。彼は、 「消えるかもしれない。 」と考えるのです。本居宣長の短歌に、 「敷島 大和心を人問はば
 朝日に匂ふ山桜花」というのがあり













あります。学位論文のテーマは不作為犯なのです 、何 しないことがなぜ犯罪になるのかを考え ければなら い領域 のです。もちろん、何もしないから「無」だ いうことでは く、 「法によって要求された行為をしない」ことが問題なのですが、たとえば 親が子供を置き去りにすると 、両親 面倒をみな 餓死させるとか、自分の配偶者 目の前で刺されたの 放置するとか、そ行為が問題な です。これらの行為がどういう犯罪になるのか 、簡単ではありません。罪状によって変化します。また、犯罪の領域とそうでないものと 線引 の基準を、何に求める かも大問題
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す。この線引きをする際には、困っている人を助けるべしという道徳律を抜きにして検討 こと できないのですが、刑法学者 しては、さらにその道徳的な義務が法的な義務になっているかを、社会状況を直視して判断しなければならないのです。　
私が不作為犯の研究に没頭していた昭和四〇年代から昭和五〇年




頃、自分の研究分野の事件が起きて、心が痛んだことがありまた。ある夫婦が拒食症の子供を抱え いました。母親が病気になり病院に入院し、その間、父親が子供の面倒を見 たのですが、度々食事を拒絶しました。どうにかして食事 与えないと子供は死んでしまう。この状態がずっと続いて 親二人が死んで まったら、この子供はどうな か分からな と の将来を思い悩み むしろ食事を拒絶している今の状態 まま自然死させた方がよいと思って、そのまま放置しました。子供は餓死してしまいました。そ
の後、父親は成城警察署に自首しました。取調べをした警察官も同じように拒食症の子供を抱えていま た。同情したんですね、取り調べた後、身柄を拘束しなかったんです。父親は、自宅に帰る途中、小田急線に飛び込んで自殺をしてしまい　
この事件の場合、まだ道徳律が生きていたからこそ、自ら後始末
をして子供の後を追ったのです。脇差を腰に差 て る身であれば、最後の後始末をしなければならない時は、自分に刃を向けることになりますが、これと同じ覚悟が父親にはあ よう 思いました。自分に刃を向けて自ら律するという価値観がよいかど かは別として、まだ実践的な道徳律が生きていると思いました。　
最近の犯罪現象を見ますと、いとも簡単に子供を殺してしまいま







稽古を続けているためか、そのことを強く感じます。稽古を始める時に必ず礼をいたしますね。この礼を、学生諸君は形式的に考えてはいけません。心を真っさらにして、先生のおっしゃることを身体に沁みるまで勉強しますという礼だ 師範の先生も謙虚になって、沁みるように教えるという礼なんです。礼に始まり礼に終わる。この言葉の意味は深い。礼節というのは、もの 価値観を体得するための入り口なの す。このこ は、居合道だけじゃなくて、他の武道でも同じだと思いま　
ドイツで生活していた時、日本とは全く反対の思考方法や人との
接し方があることを実感しました。人に会うと必ず元気 かと挨拶をします 、電話 は、いきなり用件を言い 。日本では、電話でも、 「今日はよいお天気ですね。その後どうしてますか。 」と挨拶し、その後に用件に入り、 「今日は話があって電話 たんでが、東日本学生居合道連盟の創立五〇周年式典があるので、来てください。 」と最後に重要なことを伝えます。ドイツだと、端的に結論から言 ます。 「記念式典 ます 来てください 」と切り出します。それを聞いた人は 行けません」とまず結論を伝えて、「今日は、カミさんが病気で、子守をしなければならない。 」というような理由を話します 何か法律の問答のようですが、それで十分に人間関係が成り立ち 。これは言葉ありきの世界だからです。いわば間合いがない、ロゴスの世界なのです。　
しかし、このことにも慣れてしまうと、あまり気にならなくなり
























武士道というものは、 「武士」がいて、 「日本刀」があって成り立つと考えられて ました。しかし、職業としての武士は、明治維新後に勃発した西南戦争の田原坂の戦いで終わったと言われます。確かに、職業と ての武士は終わりま た。明治九年には廃刀令が出ます。刀を腰に差し 歩く姿 街から消えましたが、日本刀はなお生き残っています。皆さんが居合の稽古の時に腰に差して る真剣は、生き残っているものです。日本刀が生き残っていると うことは、サムライ精神がなお生き いることだと、私は思います。私は、深く悩んだ時に眺める日本刀が一振りあります。薩摩刀で けど、 波平安氏（享和二年 安行に改名）の寛政一〇年（一七九八年）の刀です。時代 新刀ですね。刃はどこも毀れていません。健全です。しかし、峰に 多数の切込み傷があります。刀の姿の良さは、刀を作った刀鍛冶が、禊して丹精込めて造ったものだと思います。この波平の刀は 幕末の動乱を生き残り、日清日露の 役でも生き残り、そして第二次大戦の戦火をくぐり抜け 今、私 手許に
あります。そんな歴史の荒波をくぐり抜けて来たのに、なお刃が健全なのは、この刀を持っていた人達が非常に大事に使った証しです。命永らえた波平は、なお清んでいて美しいのです。手に持って見ていると、心静かになります。心が静かにならない人は、刀をたないでください。危ないですから（笑） 。心が穏やかになって見ていると、刀が問いかけるのです。 「 前は今、何を悩んでいるんだ。 」と。そして、シンプル・イズ・
 ベスト（
Sim
ple is best. ）の
言葉が浮かんでくるのです。刃の線と鎬の線と峰 線の三本の線が刃先に向かってスッーと伸び、切っ先に集約されている。その流れるような美しさは、どこか崩しがたいものがあります。シンプルな美しさです。自分の生き方もそうなって るだろうかと、静かに考えるのです。　
困ったことがあっても、極限的な状況に立たされたことは、皆さ
ん、あまり経験 れていないと思 ます。私は、大学改革を断行する時、度々経験しました。ある時は、自分の判断が間違ったら、多くの教職員が路頭に迷うことにな という思いも ました 東日本大震災 時には、石巻専修大学が激震地にあり したので ゼロから出発しなければならないと覚悟しましたが、幸 救援基地とし機能することができました。財政的な苦労はま 続いて ます。さらに、その時の大地震 よって、 の神田校舎の一棟、生田校舎の二棟が損傷 全く使用でき くなりま た。専修大学創立一四〇周年までには、建て替えね ので、学者の最も不得意
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な資金集めをしなければならなくなりました。得意なところで戦うのではなく、不得意 ところで戦うというのは、やはり苦悩します。波平の刀を何度か手にして、土壇場の覚悟をしました。決断をするのは、トップの責任なのですから、己を無にして斬り抜けるしかありません。手にした波平の刀は、二〇〇年以上も生き残っているし、これからもなお生きながらえる。私の命は、長くて一五年ぐらいのものだ。シンプルに ていけばよいと 刀との対話は終わるのです。　
こういう体験をしますと、職業としての武士は消滅したが、日本






稽古に明け暮れる いう経験は、めったにできるも ではありません。私は、大学四年の間、研究者になる決意をしたことから、勉学の時間を惜しみ、アルバイトもせずに、食うや食わずの貧乏学生した。武道に興味はあるけど、武道をすることさえ許されませんした。皆さ は、学生時代の四年 居合の稽古に熱中できる環境にあるのです。学生時代の居合 稽古で得た価値観、人生観は貴重です。そして今後、居合の修行を継続して身に付い 価値体系
や倫理観は、きちんと次の世代に、言葉でなくて態度で、行動で伝えていく責任があります。道徳体系としての武士道は、言葉だけでは伝 られません。皆さんの行動、生き方にかかっているのです。　
卒業して社会に出ますと、居合道一筋という生活はなかなかでき
ません。学居連のＯＢの方々は、 でに実感されていることだと思います。私も、途切 途切れですが 居合の稽古を続け います。断続的な稽古で ありますが、居合の修行を止めようと思ったことは、一度もありません。　
ヨーロッパの哲学や刑法学だけで生きるというのであれば別で







当たり、司会より、 「日髙先生は、学校法人専修大学理事長、法学博士ですが 法務省司法試験 査委員 文部科学省大学設置学校法人審議会委員、専修大学学長 どを歴任されています。居合道五段。 著書に『違法性の基礎理論』 、 『刑法総論』などがござ ま 」との紹介をしてい だいた。この紹介に応えるだけの講演になっていることを、祈りた 。
